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復興の一本桜を植樹

熊本県 緑の治水重点 10 項目

まちのわだい
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今月の表紙

　9 月1日、小学校の２学期が始まりました。
　令和２年7 月豪雨災害で被災した佐敷小
学校の校舎は7 月末に完成し、小学1 年生は
本校舎に初めての登校になりました。1年1 組
の赤坂仁乃華さんは「木の香りがする教室で
の勉強が楽しみです」と喜びを話しました。

　２０２０東京オリンピックの
聖火リレーに参加した藤井瑞
希さん（ロンドンオリンピック　
バドミントンダブルス女子銀
メダリスト）から聖火トーチの
寄贈を受けました。
　8月末まで総合コミュニティ
センターで展示をしていまし
たが、9 月からは町内の小・中
学校を巡回して展示します。
11 月中旬から、しろやまスカ
イドームのロビーで展示予定
です。

第31回全国都道府県中学生相撲選手権大会「個人軽量級の部3位」
林田大和さん（佐敷中学校3年）入賞の報告

　7 月25 日大阪堺市大浜公
園相撲場で開催された大会
で、3 位入賞した林田大和さ
んが竹㟢町長に入賞の報告を
しました。
　林田さんは「全国大会では
とても緊張した。入賞できて嬉
しい気持ちと、優勝できなくて
悔しい気持ちがあります。今
後も、頑張っていきます」と大
会の感想を話しました。
　竹㟢町長は「コロナ禍等で
練習に制約をうけている状況
でよく頑張った」とお祝いの言
葉を述べました。

　9 月1 日、佐敷小学校で復興一
本桜の植樹が行われました。児童を
代表して6年2組の漆山桃胡さんが

「植えた桜を見るたびにみんなで
一緒のスタートがきれた今日の日
を思い出し、これからもがんばって
いきます」とあいさつしました。
　また9 月2 日、佐敷中学校でも
植樹式が開催され、生徒会長の清
水美琴さんが「昨年の災害で日々
のあたりまえは一瞬に崩れ、泥にま
みれた学校周辺の土地を見て悲し
くなりました。傷ついた芦北町をい
ち早くきれいにするために活動す
る人たちを見て元気と希望をいた
だきました。これからは私たちが、
町の人に元気や希望を与える番で
す。大好きな芦北町の復興の道を
照らす灯りとなるよう佐敷中学校
一丸となって活動していきます」と
植樹の感想を話しました。

佐敷小学校・中学校で復興の一本桜を植樹 ２０２０東京オリンピックの聖火トーチ
　　　　　　　　町内の小中学校で巡回展示

　・シンボルマーク決定

人 口　１６，２７３人	 （−２８）
男 　　７，７０６人	 （−１１）
女 　　８，５６７人	 （−１７）

65 歳以上　　７，３３３人	 （−７）
世 帯 数　　７，０９４世帯	 （+２）

人口のうごき（R3.9.1 現在）（　）内は前月比

▶︎
植
樹
す
る
佐
敷
小
学
校
の
児
童

▶︎
佐
敷
中
学
校
生
徒
会
役
員
が
植
樹
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佐敷川の浚渫

芦北町の防災無線受信機とＬ２ハザードマップ

白石地区へのアクセス確保　道路の仮復旧

告地区大瀬橋の復旧

熊本県策定

（芦北町）
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まちのわだい

消
防
団
加
入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
取
材

　
熊
本
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
紹
介
す
る
番
組
「
く
ま
モ
ン
ス

マ
イ
ル
ジ
ャ
ン
プ
」
で
芦
北
町
消

防
団
8
分
団
が
消
防
団
員
加
入
促

進
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
月
行
っ
て
い
る
消
防
ポ
ン

プ
点
検
作
業
と
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
競
技
の
収
録
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
放
送
は
9
月
22
日（
水
）

午
後
7
時
54
分
〜
8
時
に
Ｒ
Ｋ

Ｋ
で
放
映
さ
れ
ま
す
。

9/3

　
午
後
5
時
頃
に
、
役
場
庁
舎

西
側
に
大
き
な
虹
が
、
く
っ
き

り
見
え
、
町
内
で
は
珍
し
い
３

重
の
虹
も
観
測
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
多
重
虹
は
、強
い
日
差
し
と
、

激
し
い
雨
が
重
な
る
気
象
が
重

な
ら
な
い
と
発
生
し
な
い
、
非

常
に
稀
な
自
然
現
象
で
す
。

　
写
真
は
ダ
ブ
ル
レ
イ
ン
ボ
ー

（
町
民
提
供
）

8/17 雨
の
合
間
に
大
き
な
虹
が
か
か
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員　

プ
ラ
ハ　
ケ
ビ
ン　
ユ
ー
ゲ
ン

田
川　
沙
由
里

Facebook

フェイスブック更新中
「芦北町地域おこし協力隊」

　
7
月
1
日
付
け
で
、観
光
う
た
せ
船
応
援
活
動
と

し
て
、芦
北
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
拝
命
し
ま
し

た
ド
イ
ツ
出
身
の
プ
ラ
ハ　
ケ
ビ
ン　
ユ
ー
ゲ
ン
（
ケ

ビ
ン
と
呼
ん
で
く
だ
さ
い
）（
25
歳
）と
、奈
良
県
出
身

（
父
親
は
八
代
市
出
身
）の
田
川　

沙
由
里
（
た
が

わ　
さ
ゆ
り
）（
28
歳
）で
す
。昨
年
結
婚
し
ま
し
た
新

米
夫
婦
で
す
。

　
芦
北
町
へ
来
る
前
、日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、ア
ジ

ア
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、オ
セ
ア
ニ
ア
、中
南
米
等
の
世
界

各
国
の
国
々
を
旅
し
た
私
た
ち
で
す
が
、旅
の
途
中
、

２
０
１
６
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ
ン
で
出
会
い
、

去
年
ド
イ
ツ
で
結
婚
い
た
し
ま
し
た
。そ
し
て
、沢
山

の
経
験
を
し
た
上
で
や
っ
ぱ
り
日
本
が
良
い
！
と
日

本
に
定
住
を
決
め
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、水
俣
か
ら
見
た
八
代
海
に
浮
か
ぶ
う
た
せ

船
に
魅
了
さ
れ
、芦
北
町
に
住
み
、う
た
せ
船
に
乗
っ
て

芦
北
の
伝
統
を
紡
い
で
い
け
た
ら
と
想
い
、今
回
、地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
募
集
し
、採
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、新
し
い
ア
イ

デ
ア
を
取
り
入
れ
、う
た
せ
船
の
未
来
に
プ
ラ
ス
の
影
響

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
頑
張
り
ま
す
。ち
な

み
に
、ケ
ビ
ン
は
海
・釣
り
・海
洋
生
物
が
大
好
き
、沙
由

里
は
父
親
が
八
代
出
身
・自
然
が
大
好
き
で
す
。

　
現
在
、芦
北
町
漁
業
協
同
組
合
の
芦
北
支
所
に
勤
務

し
、船
に
乗
っ
て
う
た
せ
船
が
ど
の
よ
う
に
漁
を
し
て
い

る
の
か
、ま
た
、船
の
清
掃
や
塗
装
を
し
た
り
、停
泊
さ

せ
る
為
の
ロ
ー
プ
の
結
び
方
等
を
勉
強
し
た
り
と
、毎

日
が
新
し
い
こ
と
ば
か
り
で
刺
激
的
で
す
。

　
漁
協
で
は
毎
日
、色
々
な
種
類
の
魚
が
海
か
ら
揚
が
っ

て
く
る
の
で
、今
日
は
ど
ん
な
魚
に
出
会
え
る
の
か
な
？

と
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。生
ま
れ
て
初
め
て
ア
シ

ア
カ
エ
ビ
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、美
味
し
く
て
感
動

し
ま
し
た
。

　
自
然
と
命
の
あ
り
が
た
み
を
忘
れ
ず
、芦
北
町
で
根

を
張
っ
て
成
長
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
多
く
の
芦
北
町
の
魅
力
に
つ
い
て
勉
強
し

て
行
き
た
い
で
す
！

　

み
な
さ
ま
、私
た

ち
新
米
夫
婦
を
こ
れ

か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
！

ま
ち
の
子
ど
も
園
I
Ｃ
Ｔ
活
用
で
国
際
交
流

　
あ
し
き
た
・
ま
ち
の
こ
ど
も
園
、

計
石
、
湯
浦
、
大
野
保
育
園
と
ス
リ

ラ
ン
カ
の
日
本
語
学
校
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
で
つ
な
い
で
、
バ
ー

チ
ャ
ル
社
会
見
学
会
を
行
い
ま
し

た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
特
産
物
や
、
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

前
田
園
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
海
外

と
の
交
流
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

園
児
の
笑
顔
が
見
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

8/10薩
摩
街
道
佐
敷
宿
交
流
館
で
精
霊
流
し

　
佐
敷
宿
交
流
館
を
管
理
す
る
芦

北
な
な
う
ら
会
が
30
基
の
精
霊
流

し
を
企
画
し
ま
し
た
が
、
佐
敷
川

が
増
水
し
て
い
た
た
め
河
川
で
流

す
の
を
や
め
、
交
流
館
に
並
べ
ロ

ウ
ソ
ク
を
点
灯
し
、お
経
を
あ
げ
、

亡
き
人
の
魂
を
弔
い
ま
し
た
。

　

な
な
う
ら
会
の
倉
永
さ
ん
は

「
近
所
の
方
は
高
齢
で
開
催
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
。
今
後
も
な
な

う
ら
会
で
継
続
し
て
実
施
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

8/15

令
和
4
年
度
の
宝
く
じ
助
成
事
業

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）の
申
請
受
付

　
①一般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
住
民
が 

自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

促
進
を
図
り
、地
域
の
連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意

識
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
等
（
建
築
物
、消

耗
品
は
除
く
）の
整
備
に
関
す
る
事
業
。

　
助
成
額　
１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

　
整
備
例　
公
民
館
備
品
、テ
ン
ト
、放
送
設
備
、

　
　
　
　
　
エ
ア
コ
ン
設
備
、視
聴
覚
機
器
な
ど

　
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

　
住
民
の
行
う
自
主
的
な
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、

住
民
の
需
要
の
実
態
に
応
じ
た
機
能
を
有
す
る
集

会
施
設
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・自
治
会
集
会

所
等
）の
建
設
又
は
大
規
模
修
繕
、及
び
そ
の
施
設

に
必
要
な
備
品
の
整
備
に
関
す
る
事
業
。

　
助
成
額　
対
象
と
な
る
総
事
業
費
の
5
分
の
3

　
　
　
　
　
以
内
に
相
当
す
る
額
。た
だ
し
、上
限

　
　
　
　
　
１
５
０
０
万
円

　
締
め
切
り    

令
和
3
年
10
月
1
日
（
金
）

＊
問
い
合
わ
せ
・申
込
先

　
　
　
　
企
画
財
政
課　
復
興
創
生
推
進
室

　
　
　
　
☎︎
（
８
２
）２
５
１
１
（
内
線
２
５
３
）

※
申
請
に
当
た
っ
て
は
、様
々
な
条
件
や
留
意
事
項

　
が
あ
り
ま
す
。 

申
請
締
切
に
関
わ
ら
ず
、必
ず

　
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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あ
 し

 た の た め
 に健康

ROOMき

   た   え   よ    
う

健康ルーム　Vol.39

健康ルーム

健康増進課
Facebookで
情報発信中

健診のすすめ

　
「
い
つ
ま
で
も
健
康
で
長
生
き
し
た
い
」と
誰
も
が

思
い
ま
す
が
、健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、何
よ
り

も
自
分
自
身
の
身
体
の
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、是
非
、年

に
１
回
は
健
診
（
検
診
）を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
な
ぜ
毎
年
健
診
（
検
診
）を
受
け
る
必
要

　
が
あ
る
の
？

〜今年度の基本健診、がん検診の
お申し込みはお済みですか〜

　
基
本
健
診
（
生
活
習
慣
病
健
診
、特
定
健
診
、後
期

高
齢
者
健
診
）は
、ま
だ
自
覚
症
状
の
な
い
段
階
で
潜

ん
で
い
る
病
気
を
発
見
し
た
り
、将
来
病
気
に
な
り

や
す
い
か
ど
う
か
の
リ
ス
ク
を
確
認
し
、そ
の
後
の
適

切
な
対
応
や
予
防
行
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の
重
要
な

手
が
か
り
に
な
り
ま
す
。

　
毎
年
定
期
的
に
健
診
を
受
け
れ
ば
、経
年
的
な
身

体
の
変
化
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
健
診
で
早
期
発
見
で
き
た
病
気
は
、生
活
習
慣
の

改
善
や
適
切
な
薬
物
治
療
、更
に
詳
し
い
病
院
で
の

検
査
な
ど
に
よ
り
、進
行
を
食
い
止
め
た
り
、改
善
さ

せ
た
り
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
町
の
健
診
は
自
己
負
担
が
少
な
く
、気
軽
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。健
康
づ
く
り
の
第一歩
に
ま
ず

は
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

増
え
て
い
ま
す
！
「
生
活
習
慣
病
」

◎
高
血
圧
症

◎
脂
質
異
常
症

◎
高
血
糖
（
糖
尿
病
）

◎
肥
満　
　
　
　
　
　
な
ど

　
右
の
よ
う
な
生
活
習
慣
病
は
、
重
症
化
す
る
ま
で
ほ

と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
不
調
が
出
て
き
て

心
配
に
な
っ
た
時
に
は
、
す
で
に
症
状
が
進
ん
で
い
る
こ

と
が
多
く
あ
り
、
治
療
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
特
定
健
診
な
ど
の
基
本
健
診
で
は
、
肥
満
、
高
血
圧

症
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、
肝
臓
病
、
腎
臓
病
な

ど
の
病
気
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「一口目は野菜から」
　　　〜作りおき野菜レシピ〜

作り方
①　ピーマンはヘタと種を取り除き、乱切りにして耐
　熱容器に入れ、ラップをして電子レンジ（600W）
　で 2 分加熱して冷ます。
②　①に缶汁を切ったツナ★を和える。
　全体量　エネルギー  373kcal　　塩分 2.0g
　※冷蔵庫で２日程度保存できます。

ピーマンのカレーマヨサラダ

材料（作りやすい分量）
　　ピーマン	 ３２０g	 ツナ缶	 小１缶
　　マヨネーズ	 大さじ２	 カレー粉	 小さじ１
　　塩	 小さじ 1/6

★
病
気
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

　
　
（
生
活
習
慣
病
・が
ん
）

★
身
体
の
経
年
変
化
に
気
づ
く
た
め

【表1】　生活習慣病に関する検査項目
検査項目 基準値

血圧 　収縮期（最高） 129 以下
　拡張期（最低）   84 以下

脂質
　中性脂肪 149 以下
　HDL( 善玉）   40 以上
　LDL( 悪玉） 119 以下

血糖 　空腹時血糖   99 以下
　ヘモグロビンA1c  5.5 以下

肥満
　BMI 18.5 〜24.9

　腹囲 男性84.9 以下
女性89.9 以下

○ 「
コ
ロ
ナ
禍
」で
も
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
リ
ス
ク

を
高
め
る
基
礎
疾
患
の
中
に
は
、
生
活
習
慣
病
が
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
感
染
し
な
い
こ
と
が
重
要
で

す
が
、
感
染
し
て
も
重
症
化
し
な
い
為
に
、
生
活
習

慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
は
、
有
効
な
感
染
症
対
策
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
集
団
健
診
会
場
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
対
策
を
徹
底
し
実
施
し
ま
す
。
安
心
し
て
お
越

し
く
だ
さ
い
。

○ 

が
ん
検
診
も
忘
れ
ず
に　

　
が
ん
は
日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
で
あ
り
、
誰
も

が
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
治
療
の
選
択
肢

も
多
く
、
治
療
後
の
予
後
も
良
好
で
日
常
生
活
も
変

わ
ら
ず
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
の
進
行
は
早
い
も
の
で
「
早
期
が
ん
」

→
「
進
行
が
ん
」
→
「
末
期
が
ん
」
に
な
る
ま
で
約

３
年
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

無
症
状
の
う
ち
に
発
見

す
る
た
め
に
は
、
毎
年
受

診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
が
ん
検
診
も

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

令
和
3
年
度
の
健
診
が
始
ま
り
ま
す　

　
10
月
1
日
か
ら
今
年
度
の
集
団
健
診
が
始
ま
り
ま

す
。

　
健
診
（
検
診
）
項
目
、
対
象
者
、
自
己
負
担
金
は

表
2
の
と
お
り
で
す
。
申
し
込
み
が
お
済
で
な
い
方

は
9
月
27
日
（
月
）
ま
で
に
、
健
康
増
進
課
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

健診（検診）項目 対象者 自己負担金
　生活習慣病健診 20 〜39 歳

　800 円　国保特定健診 40 〜74 歳の
国保被保険者

　後期高齢者健診 後期高齢者医療被保険者
　胃がん検診

４０歳以上
　900 円

　大腸がん検診 　500 円
　肺がん検診 　400 円
　腹部超音波 ２０歳以上 1，000 円
　前立腺がん検診 ４０歳以上の男性 　500 円
　子宮頸がん検診 ２０歳以上の女性 　800 円
　乳がん
　検診

マンモ ４０歳以上
偶数年齢の女性

40 歳代　　900 円
50 歳代以上700 円

超音波 ２０歳以上の女性 　600 円
　骨粗鬆症検診 20 ～70 歳までの

5 歳毎の節目年齢女性 　700 円

※
年
齢
は
令
和
3
年
度
末
年
齢
で
す
。

※
40
歳
（
昭
和
56
年
4
月
2
日
～
昭
和
57
年
4
月
1

　
日
生
ま
れ
）
の
方
は
自
己
負
担
金
は
無
料
で
す
。

問い合わせ・申込先　健康増進課　☎︎（８２）2511 内線133　

【表2】

★｛ ｝

基準値内でも、昨年の値と比較し、変化を確認する
ことが大切です！メタボでなくても油断は禁物！
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図書館
  新着図書紹介

あんなにあんなに
ヨシタケ　シンスケ 著

ポプラ社
　あんなにきれいに掃除したの
に、もう散らかっている。あんな
に泣いていたのに、もう笑ってい
る。あんなに若かったのに、も
うこんなにシワが…!? 子どもと、
むかし子どもだったすべての人に
贈る、家族に寄り添う優しい絵本。

新着図書数［9 月分］
一般図書　
児童書
絵本
合計　　　　
蔵書総数　　　　

55 冊
24 冊
１４冊
93 冊

55,629 冊

だより

　
富
弘
さ
ん
の
周
辺
は
、
富
弘
さ
ん
が
放
つ
親
父
ギ
ャ
グ
で
笑

い
が
絶
え
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
富
弘
さ
ん
の
、
ユ
ー
モ
ア
の
精
神

は
天
性
の
も
の
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
本
展
で
は
、「
メ
ン
類
」

や
「
秋
の
夜
」、「
み
ょ
う
が
」
な
ど
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
場
面
を

捉
え
た
作
品
群
を
特
集
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
季
節
の
常
設
展
で
は
、「
ね
こ
じ
ゃ
ら
し
」
や
「
花
は
種
を
」

な
ど
、
星
野
富
弘
の
夏
・
秋
の
草
花
を
題
材
と
し
た
詩
画
作
品

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
是
非
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

　　
期　
　
間　
10
月
10
日
（
日
）
ま
で　
11
日
は
展
示
替
え

　
開
館
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
休
館
日　
第
2
・
4
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

◀
作
品
紹
介

　
秋
の
夜
（
ウ
ラ
ベ
ニ
ホ
テ
イ
シ
メ
ジ
）
／
２
０
1
４
年

特
別
展
『
笑
っ
展
』　 

季
節
の
常
設
展
『
夏
・秋
』

絵本の読み聞かせ
　新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止のため現在休止中

利用時間　　（月曜休館）
　火・木・金　  10：00 〜18：00
　水　　　　  10：00 〜20：00
　土・日・祝　   9：00 〜17：00

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、イベントが中止になる場合があります。
　お出かけ前にイベントが開催されているかをご確認ください。

芦北町・八代市・氷川町定住自立圏
イベント情報

　約 25,000 冊の本が並び、学習スペースや子
どもたち向けの畳の間などがあります。
　また、デッキテラスでは川のせせらぎを聞きな
がら本を読むことができ、ゆっくりとした時間を
過ごすことができます。
詳しくはホームページをご確認ください。
＊問い合わせ先　
　　八火図書館
　☎︎ 0965（62）3489

氷川町 八火図書館

　お祭りでんでん館はやつしろの祭りや芸能の魅
力を伝える施設です。
新たに獅子舞の衣装や楽器を展示しています。
新企画「妙見祭りの魅力紹介〜獅子〜」
　10 月 3 日（日）まで
▶︎観覧料　一般 300 円　高校、大学生 200 円
　　　　　中学生以下、障がい者手帳提示者は無料
＊問い合わせ先　
　　お祭りでんでん館 
　☎︎ 0965（37）8737

八代市 お祭りでんでん館

9 月に入荷した新刊 著　者 出版社名
リボルバー 原田　マハ 幻冬舎

仮面 伊岡　瞬 KADOKAWA

琥珀の夏 辻村　深月 文藝春秋

1％の努力 ひろゆき ダイヤモンド社

母ちゃんのフラフープ 田村　淳 ブックマン社

赤の呪縛 堂場　瞬一 文藝春秋

絵本のお菓子 太田　さちか マイルスタッフ
NHK「香川照之の

　　昆虫すごいぜ！」図鑑 カマキリ先生 NHK 出版

ゴリラはうんちを投げて
　　愛を伝えるんだってよ！！ 今泉　忠明監修 小学館

もりの100 かいだてのいえ いわい　としお 偕成社

かぶとむしランドセル ふくべ　あきひろ PHP 研究所

子育て支援センター  （10月の行事）
  7日（木）　お散歩へ行こう（岩崎グラウンド）　
15日（金）　絵本の読み聞かせ
18日（月）〜29日（金）　リサイクルバザーの準備
26日（火）　身体測定・誕生会
※子育て支援センターは未就園児と保護者なら誰でも
　利用できます。（一時保育も行っています）
※子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶支援センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　9:30 〜 12:00　14:45 〜 17:15
＊問い合わせ先
　子育て支援センター（田浦保育園）☎（87）0034

《芦北児童館》
「ボールを作って遊ぼう！」
▶︎日時　１０月６日（水）10:30 〜 12:00
▶対象　就学前の児童と保護者（5 組程度）
▶︎内容　新聞紙やスズランテープなどをつかったボー
　　　　ルを作って遊びます。

《湯浦児童館》
「湯北秋祭り！」
▶︎日時　１０月２４日（日）10:00 〜 16:00
▶︎内容　湯北公民館と湯浦児童館で、秋祭りを実施し
　　　　ます。
利用時間　毎週火〜日曜日 10：00 〜 18：00
＊問い合わせ先　芦北児童館☎（82）3036
　　　　　　　　湯浦児童館☎（86）0074

児童館からのお知らせ（10月の行事）

芦北町・水俣市・津奈木町広域
イベント情報

　つなぎ美術館開館 20 周年を記念する「柳幸典
つなぎプロジェクト」の関連企画として写真展

「ユージン ･ スミスとアイリーン ･ スミスが見た
MINAMATA」を開催しています。
　未発表を含む約 70 点の写真をアイリーン ･ ス
ミスの監修によって新たにプリントし、ユージン
･ スミスのアシスタントを務めた石川武士の写真
とともに展示します。
▶︎開催期間　11 月 23 日（火・祝）まで
　　　　　　10：00 〜 17：00　水曜日休館
▶︎展覧会場　つなぎ美術館 1 階展示室
▶︎観覧料　一般 300 円　高校・大学生 200 円
　　　　　小・中学生 100 円
【関連プログラム】
■トークセッション
　「MINAMATA はどういきるのか」参加費無料
▶︎日時　10 月 2 日（土）14:00 ～ 16:00
▶︎出演　アイリーン ･ 美緒子 ･ スミス（写真家／
　　　　環境ジャーナリスト）
　　　　川延安直（福島県立博物館副館長）
　　　　原田利恵（国立水俣病総合研究センター研究員）
▶︎会場　つなぎ文化センター
＊問い合わせ先　つなぎ美術館　☎︎（61）2222

津奈木町
ユージン･スミスとアイリーン･スミス
が見たMINAMATA
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j
o
b
  n
a
v
i　
２
０
２
１
学
生
等

オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
！

　
学
生
等
の
就
職
支
援
と
県
内
企
業
の
若
年
労
働
力
確
保

を
目
的
に
、
j
o
b
  n
a
v
i
２
０
２
１
学
生
等
オ

ン
ラ
イ
ン
企
業
面
接
会
を
熊
本
労
働
局
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

熊
本
県
、
熊
本
市
等
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
10
月
12
日
（
火
）・
13
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
内
容　

　
県
内
に
就
業
場
所
を
有
す
る
企
業
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に

　
よ
る
面
接
会

○
対
象　

　
大
学
（
院
）、
短
大
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
修
学
校
を

　
来
春
卒
業
予
定
の
方
お
よ
び
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
方

○
申
込
締
切　
９
月
30
日
（
木
）　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
訓
練
室

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
７　

行
政
書
士
無
料
相
談
会
開
催
に
つ
い
て

○
相
談
内
容

　
①
各
種
許
認
可
・
登
録
に
関
す
る
こ
と

　
　
（
建
設
業
・
運
送
業
・
風
俗
営
業
・
開
発
・
農
地
転
用
な
ど
）

　
②
会
社
・
医
療
法
人
・
公
益
法
人
等
の
法
人
設
立
に
関

　
　
す
る
こ
と
。

　
③
遺
言
・
相
続
に
関
す
る
こ
と
。

　
④
内
容
証
明
書
・
契
約
書
の
作
成
に
関
す
る
こ
と
。

○
電
話
相
談　

　
日
時　
10
月
１
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で

　
場
所　
熊
本
県
行
政
書
士
会
館

　
番
号　
☎︎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
１

○
街
頭
無
料
相
談
会

　
日
時　
10
月
20
日
（
水
）・
21
日
（
木
）
10
時
〜
16
時
ま
で

　
場
所　
鶴
屋
百
貨
店
本
館
７
階　
レ
ス
ト
ス
ペ
ー
ス

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
行
政
書
士
会
☎︎
０
９
６
（
３
８
５
）
７
３
０
０

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た

　
　
職
業
訓
練
生
の
募
集
（
受
講
料
無
料
）

【
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
習
得
科
】

○
受
講
対
象　

　
身
体
（
視
覚
・
聴
覚
・
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）

　
知
的
、
精
神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳

○
定
員　
８
名

○
内
容　

　
就
職
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
他
）

の
技
術
全
般
、
事
務
職
の
知
識
全
般
を
習
得
し
ま
す
。

○
募
集
期
間　
９
月
13
日
（
月
）
〜
10
月
29
日
（
金
）

○
訓
練
期
間　
12
月
１
日
（
水
）
〜
２
月
28
日
（
月
）

○
経
費　
テ
キ
ス
ト
代　
４
，
４
０
０
円
〜
６
，
９
３
０
円
程
度

○
訓
練
場
所　
自
宅

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
２
９
７
）
９
９
１
５

農
業
大
学
校
新
規
就
農
支
援
研
修
生
募
集

　
農
業
大
学
校
で
は
、
社
会
人
向
け
に
就
農
に
必
要
な
栽

培
技
術
や
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
礎
か
ら
学
べ
る
新
規
就

農
支
援
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
９
月
21
日
（
火
）
か
ら

来
年
度
の
研
修
生
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
研
修
コ
ー
ス
は
、週
５
日
間
の「
プ
ロ
経
営
者
コ
ー
ス
」、

週
３
日
間
の
「
実
践
農
業
コ
ー
ス
」
が
あ
り
、「
実
践
農

業
コ
ー
ス
」
は
、
品
目
や
栽
培
方
法
に
よ
り
２
組
に
分
か

れ
ま
す
。　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
２
４
８
）
６
６
０
０

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る
木
の
伐
採
に
つ
い
て

　
道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や
倒
木
に
よ
り
歩
行

者
や
自
動
車
等
に
損
害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者

の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は

点
検
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
、
危
険
な
場
合
は
伐
採
す
る

等
の
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県　
道
路
保
全
課

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
４
９
５

10
月
は
「
里
親
」
月
間

　
里
親
制
度
と
は
、
親
の
病
気
や
虐
待
な
ど
、
様
々
な
理

由
に
よ
り
家
族
と
生
活
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、
自
分
の

家
庭
で
預
か
り
、
温
か
な
愛
情
を
も
っ
て
養
育
す
る
制
度

で
す
。
大
変
な
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
た
く

さ
ん
の
支
援
機
関
が
里
親
家
庭
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県　
子
ど
も
家
庭
福
祉
課

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
２
８

10
月
は
「
食
品
ロ
ス
削
減
」
月
間

　
日
本
で
は
、
食
料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
る
一
方
で
、
年

間
約
６
０
０
万
ト
ン
、
国
民
１
人
当
た
り
に
す
る
と
毎
日

ご
飯
茶
碗
１
杯
分
（
約
１
３
０
グ
ラ
ム
）
の
食
品
が
廃
棄

さ
れ
て
い
ま
す
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
、
日
常
生

活
の
中
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
食
品
ロ
ス
削
減
の
ポ
イ
ン
ト

　
・
買
い
物
は
使
う
分
だ
け

　
・
手
前
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
食
品
を
購
入

　
・
消
費
期
限
と
賞
味
期
限
を
正
し
く
理
解　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
９

狂
犬
病
予
防
注
射
の
期
間
延
長
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
度
の
飼
い
犬
へ
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
ま
た
は
蔓
延
の
影
響

に
よ
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
、
４
月
〜
６
月
に
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、
令
和
３
年
12

月
末
ま
で
に
受
け
さ
せ
れ
ば
、
当
該
期
間
内
に
受
け
さ
せ

た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

　
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
期
間
内

に
動
物
病
院
等
で
の
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
水
俣
保
健
所

　
　
☎︎
０
９
６
６
（
６
３
）
４
１
０
４

農
業
者 

収
入
保
険
加
入
緊
急
支
援
事
業

　
熊
本
県
で
は
農
業
者
が
加
入
す
る
収
入
保
険
の
保
険
料

に
対
し
て
、
支
援
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
者

　
令
和
３
年
度
、
新
た
に
収
入
保
険
に
加
入
さ
れ
る
農
業

　
者
（
法
人
を
含
む
）

○
支
援
額

　
保
険
料
（
掛
捨
て
部
分
）
の
3
分
の
１
（
上
限
6
万
円
）

※
継
続
加
入
者
へ
の
支
援
策
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
近
く
の
熊
本
県
農
業
共
済
組
合
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い　

＊
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県
農
業
共
済
組
合　
芦
北
出
張
所

　
　
　
☎︎
０
９
６
６
（
８
２
）
５
５
７
７

農
薬
の
空
容
器
は
適
正
に
処
理
し
ま
し
ょ
う

　
農
薬
空
容
器
は
、
産
業
廃
棄
物
で
あ
り
、
野
焼
き
や
不

法
投
棄
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
処
分
す

る
た
め
に
は
、
専
門
の
廃
棄
物
処
理
業
者
に
処
理
を
委
託

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
J
A
・
経
済
連

と
農
薬
卸
業
者
・
販
売
店
が
連
携
し
、
各
J
A
が
回
収

日
時
・
場
所
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
専
門
業
者
に
一
括
し

て
処
理
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
回
収
等
、
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
熊
本
県　
農
業
技
術
課

　
　
　
☎︎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
８
１

お 知 ら せ お 知 ら せ

　
み
な
さ
ん
の
心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添
い
「
働
き
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◯
日　
時　
9
月
30
日
（
木
）　
13
：
30
〜
16
：
30

◯
場　
所　
芦
北
町
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◯
対　
象　
15
〜
49
歳
の
求
職
中
の
人
、
そ
の
家
族

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　
　
　
☎︎
０
９
６
５
（
３
７
）
８
７
３
９

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
つ
し
ろ

　
　
　
「
お
し
ご
と
出
張
相
談
会
in
芦
北
町
」
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草
々
に
混
じ
り
て
ダ
リ
ア
逞た
く
まし
く
昭
和
　
平
成
超

え
て
咲
き
お
り
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
　
良
子

短
　
歌

芦
北
短
歌
会

空
振
り
に
終
わ
り
し
避
難
に
見
え
し
も
の
人
の
優

し
さ　
人
と
の
絆　
　
　
　
　
　
米
良　
佑
子

二
十
年
乗
り
し
愛
車
を
手
放
す
日
名
残
惜
し
み
て

ス
マ
ホ
に
残
す　
　
　
　
　
　
　
小
川　
勝
子

炎
天
下
戸
外
で
作
業
の
人
達
の
家
族
を
荷
な
う
身

の
た
く
ま
し
き　
　
　
　
　
　
　
加
来　
道
子

花
火
す
る
家
族
そ
れ
ぞ
れ
手
に
持
ち
て
亡つ
ま夫
を
迎

え
る
合
図
の
よ
う
に
　
　
　
　
　
門
寺
　
真
弓

118

佐
敷
城
跡

《
佐
敷
城
の
歴
史   

》

　
佐
敷
城
跡
で
最
後
の
発
掘
調
査
地
と
な
っ
た
の

が
、
本
丸
か
ら
北
西
方
向
に
延
び
る
尾
根
上
の
平

坦
地
で
、
こ
の
尾
根
は
東
西
で
大
字
佐
敷
と
大
字

花
岡
の
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
尾
根
は
佐
敷
城
築
城
当
時
、
佐
敷
湾
に
突
き
出

た
地
形
で
最
先
端
部
の
山
裾
に
は
近
世
の
漁
村
で

あ
る
椛
嶋
村
が
あ
り
ま
し
た
が
、
18
世
紀
以
降
の

干
拓
で
現
在
は
海
か
ら
離
れ
て
い
ま
す
。
戦
時

中
、
白
岩
鉄
橋
を
守
る
高
射
機
関
銃
や
退
避
壕
が

設
け
ら
れ
、
戦
後
は
ミ
カ
ン
山
や
杉
林
に
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
10
年
に
町
道
射
場
芦
北
線
を
城

山
ス
カ
イ
ド
ー
ム
方
面
へ
と
延
伸
す
る
工
事
に
伴

い
、
尾
根
の
先
端
近
く
は
南
北
に
断
ち
切
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
尾
根
上
の
平
坦
地
は
東
西
に
約
80
ｍ
、
南
北
約

15
ｍ
と
細
長
く
、
途
中
に
あ
る
高
さ
2
ｍ
ほ
ど
の

段
差
で
上
下
段
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
平
坦

地
の
総
称
を
北
出
丸
と
名
付
け
、
段
差
手
前
の
本

丸
に
近
い
上
段
部
分
を
北
出
丸
Ａ
区
（
長
さ
25

ｍ
）、
段
差
よ
り
奥
の
下
段
部
分
を
北
出
丸
Ｂ
区

（
長
さ
55
ｍ
）
と
区
域
分
け
し
、
平
成
11
～
13
年

に
か
け
て
調
査
を
始
め
ま
し
た
。

　
発
掘
調
査
の
結
果
、
北
出
丸
Ａ
区
で
は
本
丸
方

芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

　
国
指
定
史
跡

　
平
成
20
年
３
月
28
日
指
定

57

向
に
繋
が
る
通
路
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
通
路
に

は
全
て
石
垣
が
沿
っ
て
お
り
、
本
丸
周
辺
を
総
石

垣
造
り
に
し
て
防
御
を
固
め
て
い
た
こ
と
が
改
め

て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
物
の
中
に
は

茶
臼
や
天
目
茶
碗
が
含
ま
れ
て
お
り
、
茶
室
が
存

在
し
た
肥
前
名
護
屋
城
の
よ
う
に
茶
の
湯
を
楽
し

む
空
間
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
※
ち
な

み
に
梅
北
の
乱
を
鎮
圧
し
た
功
に
よ
り
、
井
上
弥

一
郎
は
名
護
屋
城
内
の
「
黄
金
の
茶
室
」
で
お
茶

を
振
る
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。）

　
一
方
、
北
出
丸
Ｂ
区
に
は
細
長
く
平
坦
地
が
続

き
、
位
置
的
に
兵
舎
が
置
か
れ
た
可
能
性
が
あ
り

ま
し
た
。
発
掘
調
査
に
よ
り
中
央
部
付
近
か
ら
直

径
１
ｍ
前
後
の
土
坑
が
複
数
出
土
し
ま
し
た
が
、

ビ
ニ
ー
ル
製
肥
料
袋
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ

の
辺
り
は
近
年
ま
で
甘
夏
ミ
カ
ン
等
の
畑
地
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ミ
カ
ン
の
木
の

植
替
え
跡
と
判
断
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
は
柱

穴
跡
や
溝
跡
も
出
土
し
ま
し
た
が
、
詳
し
い
こ
と

は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
以
上
を
も
っ
て
、
平
成
14
年
3
月
ま
で
足
掛
け

10
年
に
渡
り
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
は
、
数
々
の

成
果
を
収
め
て
終
了
し
ま
し
た
。

お 知 ら せ

第
37
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　
自
然
災
害
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
備
え
、
日
頃
か
ら

防
災
訓
練
や
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
自
主
的
な
防
災
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

○
募
集
作
品

　
地
震
・
津
波
・
火
山
噴
火
・
台
風
・
豪
雨
・
豪
雪
な
ど

の
自
然
災
害
を
対
象
と
し
た
「
防
災
」
に
関
す
る
も
の
。

「
防
災
を
学
ぶ
、
み
ん
な
で
強
く
な
る
」「
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
防
災
」
に
関
す
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
区
分　

　
①
幼
児
、
小
学
１・
２
年
生
の
部　
　
　
　
　
　
　
　

　
②
小
学
３
〜
５
年
生
の
部

　
③
小
学
６
年
生
、
中
学
１
年
生
の
部　
　
　
　
　
　
　

　
④
中
学
２・３
年
生
の
部

　
⑤
高
校
生
、
一
般
の
部

○
応
募
期
間　
10
月
31
日
（
日
）
ま
で

○
作
品
の
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

東
京
都
新
宿
区
四
谷
４

−

３
４

−

１

　
　
　
　
　
　
新
宿
御
苑
前
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
８
Ｆ

　
第
37
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
（
株
式
会
社
オ
ー
エ
ム
シ
ー
内
）
宛

　
☎︎
０
３
（
５
３
６
２
）
０
１
２
６

　
受
付
時
間　
平
日　
午
前
９
時
〜
正
午　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
５
時

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
つ
い
て

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や

そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
、
年
金
受
給
者

の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。
受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。

○
対
象

▽
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者

　
・
65
歳
以
上

　
・
世
帯
員
全
員
の
町
民
税
が
非
課
税

　
・
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
の
合
計
額
が
約
88
万
円
以
下

▽
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者

　
・
前
年
の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円
以
下

○
請
求
手
続
き

▽
新
た
に
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
を
受
け
取
る
人

　
　
日
本
年
金
機
構
か
ら
の
案
内
が
８
月
下
旬
頃
か
ら　

　
請
求
可
能
な
旨
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の

　
は
が
き
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
に
記
入

　
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
４
年
１
月
４
日
ま
で
に

　
手
続
き
を
終
え
る
と
、
令
和
３
年
10
月
分
か
ら
さ
か
の

　
ぼ
っ
て
受
け
取
れ
ま
す
。

▽
年
金
を
受
け
取
り
始
め
る
人

　
　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
か
住
民

　
生
活
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。　

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
☎︎
０
５
７
０
（
０
５
）
４
０
９
２

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
利
用
期
間
延
長
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
で
き
る
期
限
が
９
月
末
か
ら

12
月
末
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
４
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
さ
れ
た
方
が
対
象
で
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
☎︎
０
１
２
０
（
９
５
）
０
１
７
８

※
詳
し
く
は
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
Ｈ
Ｐ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い　「
ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に
し
た
い
！
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
応
援
し
ま
す
！

　
県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て
、
美
化
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
希
望
に
応
じ
て
、
軍
手
や
ご
み
袋
等
の
支
給
、
傷
害
保

険
の
加
入
、
ご
み
の
運
送
・
処
分
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
く
ま
も
と　
マ
イ
・
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
」

で
検
索
！

　
き
れ
い
な
川
を
保
つ
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　
　
芦
北
地
域
振
興
局
土
木
部　
維
持
管
理
調
整
課

　
　
　
☎︎
（
８
２
）
２
５
３
０

児
童
等
の
笑
顔
明
る
き
広
報
紙
笹
に
七
夕
短
冊
ゆ

れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
居　
静
子

草
の
間
に
一
際
高
く
鬼
百
合
の
豊
か
に
揺
れ
て
朱

の
色
映
え
る　
　
　
　
　
　
　
　
才
田　
明

８
月
号
の
短
歌
に
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
し
た
も
の
を
、掲
載
い
た
し
ま
す
。
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火事と救急は 119番
芦北消防署　☎（82）4731

事件・事故は 110番
芦北警察署　☎（82）３１１０安 安 心全

だより
安

イベントカレンダー

編
集
後
記

　

子
ど
も
は
夏
休
み
で
し
た

が
、ど
こ
に
も
出
か
け
る
こ
と

が
で
き
ず
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た

た
め
、町
内
の
密
じ
ゃ
な
い
海

水
浴
場
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
海
水
浴
は
私
は
約
20
年
ぶ
り

ぐ
ら
い
、小
学
生
の
息
子
は
初

め
て
で
し
た
。３
時
間
ほ
ど
一

緒
に
泳
い
だ
り
走
っ
た
り
し
て

遊
び
ま
し
た
。息
子
は
、ま
た
海

に
遊
び
に
行
き
た
い
と
大
満
足

で
、私
は
３
日
間
全
身
筋
肉
痛

で
し
た
。（
田
中
）

　
通
勤
中
、落
ち
葉
を
掃
く
、お

寺
の
住
職
や
住
民
の
方
が
多
く

み
ら
れ
ま
す
。残
暑
の
中
に
、秋

の
気
配
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ね
。

　
今
年
も
県
民
体
育
祭
は
中
止

に
な
り
、鍛
え
上
げ
て
い
た
私

の
肉
体
が
躍
動
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。来
年
の
地

元
開
催
「
み
な
で
つ
な
ご
う　

希
望　

あ
し
た
へ　

水
葦
県

体
」が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。（
西
山
）

●高齢者と子どもの交通事故防止！
交通事故による死者の６割以上が高齢者です
子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全確保に努
めましょう

●早めのライト・反射材の着用！
秋の夜は「つるべ落とし」
早めのライトと反射材で事故を防ぎましょう

●シートベルトとチャイルドシート着用の徹底を！
命を守るために、シートベルト・チャイルドシートは必
ず装着しましょう

●飲酒運転の根絶！
飲酒運転をしない・させない・許さない

　町民の皆さん、交通事故防止のた
め、 一人一人が交通ルールを守り、
他者への思いやりを持った運転に努
め て い た だ き ま す よ う お 願 い し ま
す。

９月２１日（火）〜３０日（木）までの１０日間

秋の全国交通安全運動について

　使用期限を過ぎた消火器は破裂による人身事故の危険があります。放置せず速やかに新
しい消火器に取り替えてください。特に、腐食、キズ、変形などがみられる消火器は、た
とえ使用期限に達していなくても直ちに交換してください。
　また、高温、多湿、腐食性ガスや潮風の当たるところでは、設計標準使用期限内でも、
操作に支障を生ずることがあります。消火器を格納箱に入れるなどの保護をし、維持管理
に努めてください。

・安全栓：安全栓が外れていないこと。 変形、 損傷がないこと
・レバー：変形や損傷、 腐食がないこと
・本体容器：消火器本体にへこみなどの変形や損傷、 腐食がないこと
・圧力指示計：圧力計の赤い針が緑色の範囲内にあること
・本体の底部：消火器の底部とその周辺に変形や損傷、 腐食がないこと

９月３０日は「交通事故死ゼロを目指す日」！

消火器を点検しましょう！
●住宅用消火器の使用期限は概ね５年、業務用消火器は概ね１０年

●住宅用消火器、業務用消火器は半年に 1 回点検しましょう。

芦北
　警察署

芦北
　消防署

R3.8.1 〜 8.31 受付分（敬称略）受付件数 3件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報室までご連絡ください。

総一郎
友美
賢志

   ７．２７
　８.　６
　８．１１

田中　笑
え ま
茉

坂本　健
けんしん
真

成松　和
わかな
奏

　氏　　名　　  出生日　  性別　 保護者　　  区

女
男
女

田浦町１
花岡東
花岡西　
　

９３
９５
７８
８９
５１
９３
８５
８３
９６
８０
９０
７２
９５
９２
９２
８６
７３
６１

大野
宮浦
海浦２
湯浦南
横居木
平生
花岡西
湯浦東
小田浦５
田浦町２
立川
白岩
横居木
本町
小田浦２
小田浦５
白岩
諏訪

ご冥福をお祈りします

  ８.　１
  ８． １
  ８． ３
  ８． ４
  ８． ６
  ８． ６
  ８． ７
  ８．１０
  ８．１５
  ８．１６
  ８．１７
  ８．１７
  ８．１８
  ８. １８
  ８. １８
  ８. ２３
  ８. ２７
  ８. ３０
  

R3.8.1 〜 8.31 受付分（敬称略）受付件数２1件

　 氏　　名          死亡日　      年齢　　　   区　

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
　なお、掲載の承諾には署名・押印が必要です。

荒川　ヤソ
宮村　スミ子
宮坂　敏夫
鳥居　康信
福嶋　友幸
須﨑　武弘
松下　晃
白坂　カヅエ
濵本　初江
横尾　京子
立場　ムツ子
早稲田　雪春
山下　スミ子
東　苓子
高沢　定
江口　久子
松﨑　忠
谷本　安行

お誕生おめでとう
18 土

19 日 ・芦北とりかい眼科

20 月 ・七浦てらさきクリニック

21 火

22 水

23 木 ・百崎内科医院

24 金 ・３〜４か月児健診

25 土

26 日 ・六車医院 

27 月

28 火

29 水

30 木

10/1 金

2 土

3 日 ・駅前クリニック

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金 ・1歳６か月児健診

9 土

10 日 ・竹本医院

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金 ・３歳児健診
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第77回熊本県民体育祭水俣市・葦北郡大会
　　　　　　　　　スローガン・シンボルマーク決定！

　7 月30 日まで募集していました、令
和4 年９月17 日（土）〜9 月18 日（日）
に行われる熊本県民体育祭水俣市・葦
北郡大会をテーマとしたスローガン及
びシンボルマークについて、応募総数
126 点（スローガン４０点・シンボルマー
ク８６点）と、たくさんの応募をいただき
ました。準備委員会総会にて、厳正な審
査を行った結果、次のとおり決定しまし
た。最優秀賞の作品については、大会
PR のため、のぼり旗・看板・大会冊子等
に活用されます。

スローガンの部
　最優秀賞　水俣市　緒方直哉さん
「みなでつなごう　希望　あしたへ　水葦県体」
【作品説明】
　水俣の”みな”津奈木の”つな”芦北の”あし”をつかって、昨
年の豪雨災害からの復興や、コロナ禍で思い通りに動けない
状況の中でも希望を持って前へ進もうという思いをこめて。

シンボルマークの部　最優秀賞

　ご応募いただきました方と募集にあ
たってご協力いただいた関係機関のみ
なさま、ありがとうございました。

優秀賞　芦北町　大島緑さん
「かがやく海と香る大地の水葦県体」

水俣市（水俣高校3 年生）島田有里沙さんの作品
【作品説明】
　水俣市・葦北郡の自然豊かさと選手たちが躍動
しているのを感じられ、全体が魚の形に見えるよう
デザイン。


